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我が国から議長を選出し、域内の連結性強化を促進することを確認 

～第４２回ＡＰＥＣ交通ワーキンググループ 港湾・海事専門家会合の開催結果（報告）～ 

 

 

ＡＰＥＣ交通ワーキンググループは、域内の運輸交通の自由化・効率化を進め、安全

で保安性の高い交通の実現を目的として、活動を行っています。２００５年に同ワーキ

ンググループ内に設立された港湾・海事専門家会合（以下、ＭＥＧ会合）は、設立以来、

我が国が議長国及び事務局を務めており、年２回の会合の開催を通じて、域内の連結性

強化・クルーズ振興の促進・グリーンポートの実現、キャパシティ・ビルディングの取

組み等を推進しています。 

４月４日（月）～７日(木)にわたり、パプアニューギニア・ポートモレスビーにおい

て開催された第４２回ＡＰＥＣ交通ワーキンググループに合わせ、ＭＥＧ会合が開催さ

れました。本会合では、ＭＥＧ会合の議長選挙が実施され、参加国・地域（以下エコノ

ミー）からの支持により、国土技術政策総合研究所の安部港湾計画研究室長が議長に選

出されました。また、会合では、参加エコノミーから、クルーズ振興、グリーンポート

等の現在進行中のプロジェクトに関する取組み状況の報告、港湾政策等についての情報

提供がなされ、域内の連結性強化に向けて、取組みを促進することを確認しました。 

今次会合の結果を踏まえ、マレーシア・クアラルンプールで開催予定の次回会合に向

けて、各国連携のもと、域内の連結性強化に向けた取組みを進めてまいります。 

 

≪第４２回ＡＰＥＣ交通ワーキング ＭＥＧ会合 開催概要 ≫ 

 

（１）日程：平成２８年４月４日（月）～４月７日（木） 

（２）会場：パプアニューギニア・ポートモレスビー 

「ナショナルコンベンションセンター」 

（３）出席者：１１の国・地域＊等から合計３６名が参加。 
＊参加国・地域：中国、中国香港、日本、韓国、ニュージーランド、パプアニューギニア、 

フィリピン、チャイニーズ・タイペイ、タイ、アメリカ、ベトナム，ＩＭＯ 
(日本側出席者） 

港湾局 産業港湾課国際企画室 赤城国際調整官 他 

国土技術政策総合研究所港湾研究部 港湾計画研究室 安部室長          

同   管理調整部 国際業務研究室  柴崎室長  

（４）主な成果 

 ① 議長の選出 

 ２０１６年７月、現在、ＭＥＧ会合の議長を務めている国土交通省港湾局産業港湾課 

中﨑国際企画室長の任期の切れることを踏まえ、ＭＥＧ議長の選挙が実施され、参加エコ

ノミーからの支持により、国土技術政策総合研究所 安部港湾計画研究室長が議長に選出さ 

れました。我が国は、議長を務める国として、引き続き、域内の連結性強化等に向けた取

組みを進めてまいります。 



 
②ＡＰＥＣ域内におけるクルーズ振興の促進を確認 

ＡＰＥＣ域内のクルーズ振興を図るため、我が国におけるクルーズ振興の取組み状況や

ＡＰＥＣ域内のクルーズ関連情報を共有可能なウェブサイトの設立について情報提供を行

い、参加エコノミーにおけるベストプラクティスの共有等図ることを確認しました。 

 

③大洋州における港湾物流の重要性を確認 

国土技術政策総合研究所 柴崎室長より、大洋州における港湾物流の動向や予測モデル

に関する最新の情報提供が行われ、参加者間で大洋州における港湾物流の重要性について

共有が図られ、各エコノミーから高い関心が示されました。  

 

④我が国から、域内の連結性強化のための新たな議題の提案 

安部新議長から、ＡＰＥＣ域内における連結性強化のためＭＥＧ会合において、国際海

運状況の変化（パナマ運河、スエズ運河、北極海航路の動向等）を踏まえた各国の海運・

港湾における変化・課題などを議論・共有する重要性が指摘され、ＭＥＧ会合において確

認されました。 次回以降のＭＥＧ会合において議論すべき議題として確認されました。 

 

⑤グリーンポートの推進を確認 

港湾や船舶からの大気汚染や海洋汚染等を防ぐため、「世界におけるＬＮＧ燃料船の利

用促進等によるＣＯ２等の排出抑制政策に関する調査報告」や「２０１５年１１月に韓国・

釜山で開催されたＬＮＧ燃料船に関するセミナーの開催報告」が行われ、港湾におけるＬ

ＮＧ燃料船への燃料供給の重要性が確認され、引き続き国際的な議論を注視しながら各国

の動向等を情報共有していくことが合意されました。 

 

⑥ＡＰＥＣ海運政策研修（キャパシティ・ビルディング）の取組み状況に関する報告 

２０１５年１２月、港湾運営の民営化や港湾投資をテーマに、タイで開催された第３回

ＡＰＥＣ海運政策研修の結果報告がタイより行われ、２０１６年１２月までに成果報告書

を取りまとめることを確認するとともに、次回はベトナムで開催されることが確認されま

した。 

 

 

港湾・海事専門家会合（ＭＥＧ会合）の様子 

【問い合せ先】 

国土交通省港湾局産業港湾課 国際調整官 赤城      (内線：４６４６２) 

        産業港湾課 国際企画室 係長 野上 (内線：４６４６８) 

ＴＥＬ：０３―５２５３－８１１１（代表）、０３－５２５３－８６７９（直通） 

ＦＡＸ：０３－５２５３－１６５１ 


